
　

市
内
外
か
ら
力
自
慢
が
集
う
「
南
島
原

市
綱
引
き
大
会
」。
第
４
回
目
と
な
る
今

回
は
、
50
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
緊
迫
し
た

綱
の
引
き
合
い
に
、
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
優
勝
し
た
の
は
、
次
の

チ
ー
ム
で
す
。

●
小
学
生
の
部…
大
野
木
場
ス
ー
パ
ー
パ

　

ワ
フ
ル
（
大
野
木
場
小
）

●
一
般
男
女
混
合
の
部…
慈
恩
寺
体
推
協

　
（
西
有
家
町
）

●
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部…

陸
の
井
川
女
組

　
（
加
津
佐
町
）

●
一
般
の
部…

大
根
地
Ｔ
Ａ（
北
有
馬
町
）

　

市
が
推
進
す
る
エ
コ
・
オ
フ
ィ
ス
制
度
（
詳
細
10
ペ
ー
ジ
）

の
第
１
号
に
、
市
商
工
会
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
環
境

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
事
業
所

に
贈
ら
れ
る
も
の
。
市

商
工
会
で
は
、
ク
ー
ル

ビ
ズ
や
省
エ
ネ
活
動
な

ど
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、認
定
証
に
は
、

コ
ン
テ
ス
ト
の
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
ロ
ゴ

マ
ー
ク
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。

　

文
化
の
祭
典
、市
民
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

展
示
の
部
で
は
、
絵
画
、
書
を
中
心
に
４
０
０
点
が
展
示
。

　

芸
能
の
部
で
は
、
舞
踏
、
謡
曲
な
ど
16
の
演
目
が
行
わ
れ
、

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、文
化
協
会
の
会
員
が
力
を
合
わ
せ
て
、

準
備
、
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
り
え
蔵
め
ぐ
り
が
行
わ
れ
、
市
民
や
観
光
客
な
ど
多
く

の
人
が
、
有
家
の
街
な
み
を
楽
し
ん
だ
り
、
特
産
品
を
買
い

求
め
ま
し
た
。

　

メ
ー
ン
会
場
と
な
る
５

つ
の
蔵
で
は
、
酒
蔵
コ
ン

サ
ー
ト
や
百
年
蔵
の
ひ
な

飾
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
来

場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
沿
道
の
店
舗

も
多
数
参
加
。
宝
探
し
抽

選
会
や
店
独
自
の
イ
ベ
ン

ト
で
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
、
南
笑
会
で
は
、「
あ
な
た
だ
け

の
お
酒
を
つ
く
ろ
う
！
」
と
米
作
り
か
ら
酒
仕
込
み
、
搾
り

の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
企
画

し
、
市
内
外
か
ら
の
参
加
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
県
内
か
ら
25

人
の
応
募
が
あ
り
、遠
く
は
、

佐
世
保
市
か
ら
参
加
。
６
月

の
田
植
え
、10
月
の
稲
刈
り
、

２
月
の
酒
仕
込
み
、
杉
玉
づ

く
り
、
酒
し
ぼ
り
、
ラ
ベ
ル

づ
く
り
と
体
験
を
実
施
し
、

口
当
た
り
の
よ
い
、清
酒「
南

笑
」
が
で
き
ま
し
た
。　
　

　県下一円を舞台に繰り広げられる県下一周駅伝。
南島原市は、島原半島チームとして参加しました。
　14日には、南島原市内を激走。沿道には多くの市
民が駆けつけ、ランナーに熱い声援を送りました。

　

南
島
原
市
ひ
ま
わ
り
交
流
会
の
主
催
で
、「
笑
っ
て
元
気
」

講
演
会
が
、
元
大
分
県
佐
伯
市
役
所
職
員
で
元
佐
伯
市
「
観

光
大
使
」
の
矢
野
大
和
さ

ん
を
講
師
に
招
き
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

矢
野
さ
ん
は
、「
否
定

か
ら
入
る
の
で
は
な
く
肯

定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人

間
関
係
が
変
わ
る
」
と
述

べ
、
大
分
県
の
方
言
を
交

え
た
独
特
の
話
芸
で
話

す
、
家
族
の
話
や
公
務
員

時
代
の
話
に
、
来
場
者
は

大
い
に
笑
い
、
大
い
に
う

な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

再スタートを行った加津佐交番前。

　有家町の郷土史家江越直記さんら有志
が、幕末に大相撲で活躍した関脇「鷲ケ濵」
関のブロンズ像を、有家町熊野神社に奉納
しました。
　この像は、有家町出身の美術教諭、松島
由幸さんが制作したものです。像の高さは
２メートル。台座まで含めると４メートル
になります。

市
内
の
力
自
慢
、豪
腕
を
競
う

〜
２
月
14
日　

深
江
体
育
館
〜

彩
り
豊
か
に
、
文
化
の
祭
典

〜
２
月
５
日
〜
７
日
・
14
日  

あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル
〜

「
蔵
」な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し

〜
２
月
13
日
・
14
日
、
あ
り
え
の
各
蔵
〜

私
た
ち
の
酒
が
、
で
き
ま
し
た
！

〜
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ「
南
笑
会
」の
取
り
組
み
〜

エ
コ
な
地
球
を
願
っ
て

〜
２
月
４
日　

市
長
室
〜

勇
壮
。
鷲
ケ
濵
像
奉
納

〜
１
月
23
日　

有
家
町
熊
野
神
社
〜

「
笑
っ
て
元
気
」
講
演
会

〜
２
月
８
日　

口
之
津
温
泉 

し
ら
は
ま
〜

県
下
一
周
駅
伝

〜
２
月
12
日
〜
14
日　

県
下
全
域
〜

100歳おめでとうございます
 ～いつまでもお元気で～

小
松
ツ
ル
ヲ
さ
ん
（
有
家
町
）

明
治
43
年
1
月
26
日
生
ま
れ

太
田
廣
光
さ
ん（
南
有
馬
町
）

明
治
43
年
1
月
27
日
生
ま
れ

金
子
芳
治
さ
ん（
口
之
津
町
）

明
治
43
年
2
月
10
日
生
ま
れ
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